平成26年2月
広島市都市整備局
緑化推進部公園整備課

公園樹・街路樹のせん定等業務について（お知らせ）
　公園樹・街路樹のせん定等業務の履行については、今年度から、工程などの契約事項を守らない受注者に対し、書面により警告を行うなど厳しく指導しています。

今後も引き続いて厳しく指導していくことにしていますので、関係法令、本市契約規則、契約約款、仕様書、特記仕様書、公園緑地等維持管理標準仕様書、道路・公園緑化ガイドライン及び入札説明書の記載事項を遵守してください。
また、こうした指導にも従わない事実を確認した場合には、指名停止措置、さらには契約解除を行うこともありますので、業務の入札に参加される方は十分留意してください。

なお、下記については、平成26年度業務の特記仕様書に追加される事項やこれまで守られていないと想われる代表的な事項であるため、特に留意してください。
記
１　本業務の実施に当たっては、契約図書の工程表のとおり履行すること。なお、発注者に提出する実施計画書には契約図書の工程表を添付すること。ただし、天候、地元要望等により、やむを得ず各作業の開始・完了時期の変更が生じる場合は、発注者と受注者で協議の上、実施計画書を変更するものとする。
２　主たる業務（せん定作業、せん定枝や刈り草等の運搬作業）については、下請けを使わないこと。
３　高木のせん定については、設定した目標樹形及びせん定方針が確実に実施されるよう見本せん定を行い、発注者が確認した後、その見本どおりのせん定を行うこと。
４　作業の実施に当たっては、作業員の安全を確保するため、ヘルメットの着用、安全帯の着用、高所作業車の使用等の適切な安全対策を講じ、高さが２メートル以上の箇所で作業を行う場合は、安全対策として遵守する事項を明記した安全管理届を提出すること。

５　せん定作業中の倒木等による事故を防止するため、作業に入る前に樹木の点検を行うこと。
点検により倒木の恐れがある樹木であることが判明したときは、速やかに発注者に報告し、指示を受けること。

６　樹木の周囲や植樹帯などにある低木の中の除草は、動力草刈機を用いないこと。
７　業務中においては、トラック等の作業車や作業員のヘルメットに受注者の会社名を表示すること。

８　せん定作業中においては、造園技能士又は街路樹剪定士であることが確認できるよう名札等を着用すること。

９　公園緑地等維持管理標準仕様書に定める早朝・夜間作業届は８時から１７時までの時間帯以外に作業を行う場合に提出すること。
　　また、休日作業届は、官公庁の休日において作業する場合に提出すること。
　　ただし、原則として日曜日の作業は認めない。
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